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1.はじめに

　本研究では,ユーザの間欠的な使用状況を考慮し

たシステムのサービス指向型可用性評価法について

議論する.ここで,システム自身の故障発生現象は,

非同次ポアソン過程 (NHPP)で記述されるものと

する.本モデルより,ユーザのシステム使用時間の

確率分布を考慮することによって,「ユーザの使用

要求がシステムの故障によって中断することなく完

了できる確率」と定義される使用中のサービス・ア

ベイラビリティなどのサービス指向の可用性評価尺

度が導出される.

2．NHPPによる故障発生現象の記述

　時刻 sまでに発生するシステム故障数を表す確率

過程 {N(s), s ≥ 0}を導入し,これが以下の NHPP

に従うものとすると次式を得る.

Pr{N(s) = n} =
[m(s)]n

n!
e−m(s)

(n = 0, 1, 2, . . .)

m(s) =

∫ s

0

h(x)dx (s ≥ 0)


. (1)

ここで, m(s)は時間区間 (0,s]において発生するシ

ステムの故障数の期待値, h(s)は時刻 sにおけるシ

ステム故障発生率を表す.

3.サービス可用性評価尺度

　平均アベイラビリティは,　

Aav≡
運用段階における動作可能時間

システムの運用時間
, (2)

で定義される.これを式 (1)中の m(s)を用いて表

すと,

Aav(s) = 1− m(s)・µ
s

, (3)

となる.ここで, µは 1回のシステム故障発生に対

する平均不動作時間を表す.

　また,運用段階における微小時間区間 (s,s+∆s]に

おける Aav(s)の極限を考えると,次式を得る.

Ain(s) = lim
∆s→0

∆s− [m(s+∆s)−m(s)]・µ
∆s

= 1− h(s)・µ. (4)

式 (4)は運用時刻 sにおける瞬間的な可用性評価

尺度を表しており,これを時刻 sにおける瞬間アベ

イラビリティと呼ぶ.

　ユーザがシステムを利用し始めてからの使用保持

時間 Y が一般分布 FY (t) ≡ Pr{Y ≤ t}に従うもの
とする. Us を運用時刻 sから計測される故障発生

時間間隔を表す確率変数, R(x|s)を Usの信頼度関

数とすると,NHPPの性質より次式が得られる.

R(x|s) ≡ Pr{Us > x, Iu(s) = 1}

= Pr{N(s+ x)−N(s) = 0}

= exp{−[m(s+ x)−m(s)]}

　　　　　　　　 (s≥ 0, x ≥ 0).　　　　　　 (5)

Iu(s) = 1はユーザが時刻 sでシステムを利用して

いる事象を表しているとする.このとき,式 (5)より,

SAu(s) ≡ Pr{Y < Us, Iu(s) = 1}

=

∫ ∞

0

R(x|s)dFY (x), (6)

は,ユーザがシステムの故障によって中断すること

なく完了できる確率を表す.式 (6)を使用中のサー

ビスアベイラビリティと呼ぶことにする.

4.数値例および考察

図 1：ωと SAu(s)の関係

(m(s)≡ λsβ ;λ = 2.0, β = 0.5)．

　図 1に,FY (t) ≡ 1− exp[−ω・t] (ω > 0)とおくと

きの ω と式 (6)の使用中のサービスアベイラビリ

ティSAu(s)の関係を示す.この図より,ユーザの継

続使用時間が短いほどサービス可用性は高く評価さ

れることがわかる.
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